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 探究的な見方・考え方を働かせ、平和に関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を探究することができる
ようにするために、以下の資質・能力を育成する。 

学年 第1学年【５０時間】 第２学年【７０時間】 第３学年【７０時間】 

テーマ 平和の尊さを知ろう 平和の意義を学ぼう 平和な未来を創ろう 

探究課題 
 戦後、日本が一貫して平和国家として歩んで
きたことの尊さを学ぶ 

 誰もが情報を手に入れられ、基本的な自由が
侵されず守られる意味を学ぶ 

 国際的に法律に従ってものごとが扱われ、平
等に争いを解決する司法を学ぶ 
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○日本や世界の平和の現状が分かる。 

○身近な生活の平和の現状と自分との関わり 
が分かる。 

○情報を比較、分析、関連付けて考え、探究の 
過程に応じた技能を身に付けている。 

○様々な人権課題が分かる。 

○基本的人権と自分との関りが分かる。 

○情報を多面的に見て考えを具体化し、探究の 
過程に応じた技能を身に付けている。 

○道徳と法律の関りが分かる。 

○国際紛争とそれを解決する手段と自分との
かかわりが分かる。 

○情報を構造化し抽象化するなど探究の過程 
に応じた技能を身に付けている。 
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課題の設定 
○自分たちを取り巻く社会に広く目を向けて、活動の意図や目的を明確にして課題を見出している。 
○解決の手順や方法を考え、見通しをもって計画を立てている。 

情報の収集 
○目的に応じて 1人1台端末や図書館を活用し、情報を収集して適切な方法で蓄積している。 
○他者の意見や課題解決の方向性から必要な情報を取捨選択している。 

整理・分析 
○問題の事実や関係を把握し、分類して多様な情報にある特徴を見付けている。 
○事象や考えを比較したり因果関係を推論したりして、焦点化しながら多様な情報を分析している。 

まとめ･表現 
○調べたり考えたりしたことをまとめ、相手や目的、意図に応じて論理的に表現している。 
○国語科(定性化)や数学科(定量化)等で身に付けた技能を活用して表現している。 

振り返り 
○学び方や進め方を振り返り、学習や生活に生かそうとしている。 
○観点を設定して活動を振り返り、次の活動に生かそうとしている。 
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主体性 ○自分の意志で目的をもって課題の解決に向けた探究活動に取り組もうとしている。 

協働性 ○自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に向けた探究活動に取り組もうとしている。 

自己理解 ○探究的な活動を通して、自分の生活と将来との関わりを見つめ、自分の特徴やよさを理解しようとしている。 

他者理解 ○探究的な活動を通して、異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重しようとしている。 

社会参画 ○探究的な活動を通して、進んで平和な世界の実現に取り組もうとしている。 

 
 

 

○主体的に学び、深く考える生徒 

○互いに協力し合い、思いやりのある生徒 

○心身の健康に心がける生徒 

第一中学校の教育目標 
 

○活発であることから他者との関わり合
いを通した学びを期待できる。 

○ＩＣＴ機器の扱いに長けていることから
主体的な学びを期待できる。 

生徒の実態 
 

○あきらめずに取り組む子供を育てて欲
しい。 

○子供の個性や長所を引き出し、伸ばし
て欲しい。 

保護者の願い 

 

○本市内で活躍する卒業が多く、一中の
伝統を重んじる。 

○コミュニティ・スクール委員が学校教育
に対して建設的である。 

地域の実態 
 

○生徒に基本的なルールやマナーを身に
付けて欲しい。 

○生徒に地域の自治活動へ積極的に参加
して欲しい。 

地域の願い 
中学校学習指導要領解説 

第１の目標 
総合的な学習の時間編 

総合的な学習の時間の目標 

  

学習活動 指導方法 指導体制 学習計画 

○第１学年は「平和の尊さ」、第２学年
は「平和の意義」、第３学年は「平和
な未来」の課題を設定 

○７月と１２月を発表会として単元の
展開を工夫 

○自由進度学習を通して、主体的な
学びを深める学習 

○自由進度学習を協働的な学びの中
で実践する探究的な学習 

○個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実 

○総合的な学習の時間と各教科等の
授業でグループ学習を実践して学
びを往還 

○１人１台端末の日常的な活用 

○学力向上プロジェクト・チームによ
る全校指導体制の確立 

○企画調整会議を軸として学年ごと
の指導の揺れ幅がない組織的な取
り組み 

○東大和市教育課題研究指定校とし
て学習指導方法を開発して効果を
検証 

○個人内評価を重視 

○ポートフォリオの活用 

○平和教育を軸に教科等横断的な学
習の年間指導計画を作成すること
により各教科等との連携を向上 

 

各教科との関連 特別の教科 道徳との関連 特別活動との関連 他校等との関連 

○グループ学習の中で自由進度学習
を導入した探究的な学習を取り入
れ、探究のプロセスを意識した学
習を広げ、絡め、深めることを通し
て学力の向上を図る。 

○問題意識をもち（主体的な学び）、
新たな課題に気付き（対話的な学
び）、生活や社会につなげて考える
（深い学び）授業を実践する。 

○道徳科の時間を要として、平和に
関わる社会的な問題に焦点をあ
て、課題解決に資する道徳性を養
う。 

○重点的な内容項目 
 「相互理解,寛容」 
 「遵法精神,公徳心」 
 「公正,公平,社会正義」 
 「国際理解,国際貢献」 

○校外学習や移動教室、修学旅行、
運動会等の実践活動や職場体験等
の体験活動を通して生徒の相互理
解や寛容をはぐくむ。 

○公のことと自分のこととの関りや
社会の中における自分の立場に目
を向け、社会をよりよくしていこう
とする気持ちを道徳科と関連させ
て取り組む。 

○第一中学校区の第一小学校・第四
小学校で実施する日立航空機変電
所の見学を踏まえて、義務教育９
年間の時間軸で平和教育を推進す
る。 

○青少対第一地区・第四地区と連携
して、ＬＧＢＴＱの講演会を通して全
ての人の人権を守る意識を醸成す
る。 

 

総合的な学習の時間を充実させるための取組み 

東大和市立第一中学校 


